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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

令和５年２月２日（木） 

 

【報告事項】  

１ ２月定例県議会の日程について   

（総務部） 

警察本部から「２月定例県議会は、２月２０日から３月２０日までの２９日間の日程

で開催される。警察関係の審査予定議案として、令和４年度福岡県一般会計補正予算等

計６件を予定している。」旨の報告があった。  

  

２ 令和４年度福岡県警察拳銃射撃競技大会の実施について  

（警務部） 

警察本部から「２月１０日、福岡県警察射撃場において、令和４年度福岡県警察拳銃

射撃競技大会を開催する。男性警察官の部は団体競技及び個人競技、女性警察官の部は

個人競技のみを実施する。本大会により現場執行力の強化はもちろん県警察全体の士気

高揚にもつながっていくと期待している。」旨の報告があった。  

 

３ 生後１か月の実子に対する傷害事件被疑者の逮捕について           

     （刑事部） 

  警察本部から「久留米警察署及び捜査第一課は、令和３年８月４日、当時の被疑者方

又はその周辺において、被害者の左足を掴んでねじる暴行を加え、同人に加療約１か月

間を要する左大腿骨骨折等の傷害を負わせた傷害事件について、佐賀県佐賀市居住の歯

科助手の女性を逮捕した。被害者を診察した病院から虐待の疑いがあると通告を受けた

児童相談所からの通報により本件を認知し、専門家からの聴取等を経て、虐待による傷

害と特定、所要の捜査の結果、被害者の実母を被疑者と特定したものであり、今後とも

各種捜査を推進し、全容解明に努めていく。」旨の報告があった。 

  公安委員から「令和３年の事件発生から逮捕まで時間を要しているが、その間被害者

は実母である被疑者と共に生活していたのか。」旨の発言があり、警察本部から「事件

認知日以降、病院及び行政機関により被害者の安全は確保された状態であった。」旨の

説明があった。 

  公安委員から「虐待による傷害と特定した専門家の意見とはどのようなものか。」旨

の発言があり、警察本部から「被害者の大腿骨がらせん状に骨折しており、落下等の事

故で生じるものではないとの意見である。」旨の説明があった。 

  公安委員から「被疑者の動機は判明しているのか。」旨の発言があり、警察本部から

「今後の捜査で明らかにしていく。」旨の説明があった。 

 

４ 令和４年中における暴走族等根絶対策の推進結果等について 

                               （交通部） 
警察本部から「暴走族等の情勢については、近年、暴走族、旧車會ともに、その勢力

は減少傾向にある。昨年末は、暴走族の構成員は３６８人と１５人増加しているが、旧

車會と合わせた合計数では６０８人で１１人の減少となっている。なお、平成２９年末

との比較では、暴走族は約８５％、旧車會は約５５％に減少している。次に１１０番通

報の受理状況については、近年はおおむね減少傾向で推移しており、昨年末は、前年比

プラス２９件とわずかに増加したが、平成２９年末との比較では約７０％に減少し、時

間別では夜間の午後９時台から翌午前２時台までの６時間が約７割を占めている。昨年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の暴走族等に対する主な取組状況については、暴走行為をさせない対策及び暴走族等に

対する多角的取締りを推進した。その結果、共同危険行為事件として１６件６２人を検

挙補導し、整備不良などの道路交通法違反で１，７６２件を検挙している。また、本年

の新たな取組として、人気ユーチューバーと協働した広報動画による啓発及び暴走行為

に加担した被疑車両を特定するための取締り資機材の導入を行った。」旨の報告があっ

た。  

公安委員から「北九州市内において四輪車がタイムを競うため爆音走行をしていると

聞いているが、二輪車だけでなく四輪車の暴走行為についても取締りを行っているの

か。」旨の発言があり、警察本部から「現場にて採証活動を行い、事後捜査により共同

危険行為等で検挙している。」旨の説明があった。  

  公安委員から「以前は、暴走族から暴力団へ加入することが多かったが、現在も暴走

族や旧車會との関係はあるのか。」旨の発言があり、警察本部から「統計が残っている

昭和６０年以降、暴走族から暴力団に加入した人物を約６００人把握している。現在把

握している暴走族構成員では３人を暴力団親交者として把握している。」旨の説明があ

った。  

  公安委員から「今回作成した動画に出演しているユーチューバーのサイトから、広報

動画の視聴はできないのか。」旨の発言があり、警察本部から「当該ユーチューバーの

サイトから広報動画の視聴はできないが、車やバイクに関心を持っている県内居住者を

対象に当該動画を配信するほか、県警察の公式ユーチューブ及びホームページに掲載し

ている。」旨の説明があった。  

  公安委員から「動画内でマフラーの改造事例を紹介しているが、違法行為を助長する

のではないか。」旨の発言があり、警察本部から「当該ユーチューバーは、善良なライ

ダーに人気のある方で、同ライダーを対象とした動画を配信しており、また、動画の内

容も暴走行為をさせない機運を醸成する内容となっていることから、違法行為を助長す

るおそれはないと考えている。」旨の説明があった。  


